
 

中学校第３学年 国語科学習指導案 

 

１ 単元名 読み比べて自分の考えをまとめよう ～２つの評論から～ 

 教材名 「テクノロジーとの付き合い方」池内了 （東京書籍 新しい国語３） 

「テクノロジーと人間らしさ」黒崎政男 （東京書籍 新しい国語３） 

 

２ 単元とその指導について 

(1) 生徒観 

 中学３年生のこの時期には，説明的文章の読解では文章構成や論理の展開の仕方が筆者の主張に

かかわることを学習している。しかし，読書の傾向を見ると，ファンタジーや平易な文章の小説が

多く，教材として教科書に取り上げられているような評論は，生活の中では読んでいないと思われ

る。前回の説明的文章の学習では，日常の言語生活で使えないような語句もあったが，意味を調べ

分類・整理することで，筆者の主張を理解して自分の考えを簡潔にまとめることができた。読み方

を学ばせることによって，抵抗感をなくし積極的に読む態度を育成したい。 

 (2) 教材観 

２つの教材はいずれもテクノロジーと人間とのかかわりについて書かれた評論である。 

「テクノロジーとの付き合い方」は，「人間」が作り出したテクノロジーによって，「ヒト」の能

力が衰えている現状に危機感をもち，２つの側面の調和を訴えている。そのため，「ヒト」と「人間」

という対になるキーワードによって論述されている。一方，「テクノロジーと人間らしさ」は，人間

はテクノロジーに巻き込まれ，テクノロジーによって変容する存在であることを自覚して，冷静な

対処が必要であると訴えている。一般的によく見られるテクノロジーへの批判を取り上げて，一つ

一つ根拠を示しながら反論し，筆者の主張へとつなげる書き方である。 

文章を単独で読むだけでは，どうしても筆者の主張を論述に沿ってそのまま受け止めてしまいが

ちである。それでは自分の知識や経験と関連付けて問題点を明らかにするなど，建設的に批判する

ような読みの力は付かない。文章の表現には書き手の目的や意図が表れるものであり，この２つの

評論は，そうした書き手の意図と表現の仕方のかかわりについて考えさせるのにふさわしい教材と

いえる。また，文章に示されている筆者の物の見方や考え方を自分の考えと対比したり置き換えた

りして，自分の問題としてとらえさせ，ものの見方や考え方を深めさせたい。 

(3) 指導観 

 どちらの評論により説得力があるかについて，立場を明確にして自分の考えを書くことを目的と

し，２つの評論を読ませる。初発で，どちらの評論に共感するのか，またその理由は何か，につい

て自分の考えを 160字程度で書かせる。この段階では，内容についての考えのみであることを確認

し，ではなぜその主張に共感するのか，根拠がどのように書かれているから説得力があるのかにつ

いて考えをまとめることを学習課題として設定する。それぞれの評論の考えの方向性，表現の仕方，

論述の仕方など文章の特徴と，それが筆者の主張に説得力を与えるためにどんな役割を果たしてい

るかを明らかにする。筆者の表現意図を解釈し，評価しながらどちらの文章に説得力があるのか判

断させたい。大人が書いた文章，しかも教科書教材を評価するのは，初めてのことであり，難しさ

を感じる生徒も多いと考えられる。そのため，４人グループでの話し合いと，学級全体の交流によ

って授業を進めることで，抵抗をなくし，主体的に学習に臨めるよう工夫したい。 

 

 



 

(4) 言語活動について 

  ア 文章を評価して自分の考えを書く 

(ｱ) どちらの評論により説得力があるのか，理由を明確にして文章を書く。 

 (ｲ) 人間とテクノロジーとの関係について，自分の考えも書いて文章をまとめる。 

     →評価する立場に自分を置くことで，より主体的に文章を読むことになる。 

     →文章化することで，自分の考えを整理し自覚することができる。 

イ 話し合い活動 

 (ｱ) それぞれの評論について，特徴を見付け出し学級全体で意見を交流しながら確認する。 

 (ｲ) 主張と文章の特徴とのをかかわりを考える。 

    →２つの文章を比べて読むことで，両者の違いがはっきりと認識することができる。 

    →グループごとの意見を交流する際，既に出された意見以外の内容を発表するか，付け加え

をして発表していくことで，集中力が高まり，学級全体の学習内容が深まっていく。 

 

３ 単元の指導目標 

○ 論理の展開の仕方と主張とのかかわりなどを評価しながら読むことができるようにする。 

○ ２人の筆者の書き方に着目して評価し，自分の意見を書くことができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 

ア ２つの評論のどちらに共感するか，根拠を明らかにして自分の考えを述べる

ために，読み比べている。 

【Ｃ読むこと (1)ウ」】 

読む能力 

イ 表現の特徴や論述の仕方など，それぞれの文章の特徴を整理している。 

【Ｃ読むこと (1)イ」】 

ウ 主張と文章の特徴のかかわりを考えながら，２つの評論を評価しながら読ん

でいる。 

【Ｃ読むこと (1)ウ」】 

 

５ 単元計画（全５時間 本時４／５） 

時 主な学習活動 教師の指導・支援 評価とその方法 

１ 

 

 

 

 

 

○２つの評論を読んで，どちら

に共感するか，根拠を明確に

して 160字以内で書く。 

○「読み比べて自分の考えをま

とめよう」という学習課題を

設定し，学習計画を立てる。 

○いずれの主張に，より共感する

か，自分の考えと，その根拠を

明確にさせる。 

○なぜ共感するのかについて，文

章の特徴から考えるための課題

を設定させる。 

ア 根拠を明確にして，自

分の考えを書いている。

【学習計画表】 

 

 

 



 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

○「テクノロジーとの付き合い

方」の文章の特徴を整理す

る。 

 

 

 

 

○グループで気付きを話し合わ

せ，文章の特徴を整理させる。 

・考えの方向性･･･未来への提言 

・表現の特徴 

･･･他の人の考えを引用 

・論述の仕方 

 ･･･対立する意味のキーワード

を並べる 

イ 表現の仕方や論理の

展開の仕方など，それぞ

れの文章の特徴を整理

している。 

【本文ワークシート】 

【観察】 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

○「テクノロジーと人間らし

さ」の文章の特徴を整理す

る。 

 

 

 

 

○グループで気付きを話し合わ

せ，文章の特徴を整理させる。 

・考えの方向性･･･過去からの教訓 

・表現の特徴･･･淡々とした表現 

 例 素朴すぎる 

   一万年遅い 

・論述の仕方 

 ･･･一般的な批判に対する反論 

イ 表現の仕方や論理の

展開の仕方など，それぞ

れの文章の特徴を整理

している。 

【本文ワークシート】 

【観察】 

 

４
（
本
時
） 

   

○筆者の主張と文章の特徴と

の関係を考えて整理する。 

 

○筆者がどのように論述して読み

手を説得しようとしているかに

ついて考えさせ，主張と文章の

特徴のかかわりについてワーク

シート１に整理させる。 

イ 作者の考えが表れる

言葉に着目して筆者の

主張の理解に役立てて

いる。 

【本文ワークシート】 

【ワークシート１】 

【観察】 

５ ○２つの評論を読み比べて自

分の考えを 400 字以内で書

く。 

○書き手の意図と文章の特徴との

かかわりについて，自分の考え

を支える部分を具体的に挙げな

がら，どちらの評論に共感する

のかを書かせる。 

ウ 主張と文章の特徴に

ついて，２つの文章を比

べて評価しながら読ん

でいる。 

【本文ワークシート】 

【ワークシート２】 

【観察】 

 

６ 本時の指導 

(1) 本時の指導目標 

２つの評論の主張と文章の特徴とのかかわりから，筆者の意図をとらえさせる。 

（2） 本時の展開（４／５） 

過程 学習活動 教師の指導・支援 ＊評価 

導 
 

入 

１ ２つの評論の文章の特徴を確

認する。      

２ 学習計画表を見て，本時の学

習課題を確認して見通しをも

つ。 

○論述や表現の仕方について確認する。 

 

○読み比べて，筆者の主張と文章の特徴とのかかわりか

ら，どちらに共感するかをまとめることを確認する。 

 



 

◇「ヒト」と「人間」をいかに調和させるかが課題 

◇失われるかもしれない能力と新たに獲得できるかもしれない

可能性の得失を考える 

   

 

展 
 
 
 
 
 
 
 

開 

３ 「テクノロジーとの付き合い

方」で筆者の考えにあたる部分

に線を引き，発表して確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「テクノロジーとの付き合い

方」の主張と文章の特徴とのか

かわりについて，グループで話

し合い，交流して整理する。 

 

 

 

 

５ 「テクノロジーと人間らしさ」

で筆者の考えにあたる部分で線

を引き，発表して確認する。 

 

 

 

 

６ 「テクノロジーと人間らしさ」

の主張と文章の特徴とのかかわ

りについて，グループで話し合

い，交流して整理する。 

○後半部分から筆者の考えにあたる部分を探し，線を引か

せる。線を引く箇所が数か所になると思われるが，その

中で特に筆者の考えの中心となる部分を提示する。 

＊失われるかもしれない能力と新たに獲得できるかもし

れない可能性の特質を考えている。 

    【本文ワークシート】【観察】 

 

○筆者の考えの中にある「調和」という言葉と，「対立す

る意味のキーワードを並べる」論述の仕方に着目させ

て，各自で考えてワークシートに記入させた後，グルー

プで話し合って発表させる。 

 

＊ワークシートに自分の考えを記入して，発表したり友達

の意見を聞いたりしている。【ワークシート１】【観察】 

 

○後半部分から筆者の考えにあたる部分を確認する。 

 

 

 

＊筆者の考えにあたる部分を探して線を引き，発表したり

聞いたりしている。   【本文ワークシート】【観察】 

 

○各自で考えた後，グループで話し合って発表させる。 

 

＊ワークシートに自分の考えを記入して，発表したり友達

の意見を聞いている。   【ワークシート１】【観察】 

終 

末 

７ 学習計画表で学習の振り返り

を行い，次時の学習課題を確認

する。 

○もう一度文章全体を読み，どちらの評論に共感するかに

ついて，文章の書き方という観点で評価する文章を書く

ことを確認する。 

 

◇人間はテクノロジーによって変容する存在だと自覚するこ

とで，マシンと冷静に対処できる。他数か所 

主張と文章の特徴とのかかわりを考えよう。 


